
トップマネジメントセミナー
「企業の地方拠点強化に向けた環境整備」
少子高齢化や人口減少に直面する中、「地方創生」は国、地域を挙げて取り組む喫緊の課題の一つです。平成27年2月に日本経済
団体連合会から公表された提言「活力溢れる地方経済の実現」の中では、「企業の地方拠点強化」もまた地方に新たな人の流れを創
出する上での重要課題であるとされています。
　本研修では、各分野の第一線でご活躍される先生方からわが国の課題とその解決策について学ぶとともに、受講者の皆さまそ
れぞれの立場から地方創生における地域と企業の連携について意見交換を行い、地域経済の諸課題について考えます。

平成28年度
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申込期限

申込方法

受講決定

事前課題

平成28年7月7日（木）～7月8日（金）（2日間） 

全国市町村国際文化研修所 JR京都駅より湖西線約15分　唐崎駅下車徒歩約3分

①市区町村長・副市区町村長及び部長級職員
②市区町村議会議員（議会事務局を通じてお申し込みください。）
③今回のテーマに関連して、市区町村との協働実績をお持ちのＮＰＯの代表者
※③の方のお申し込みに際しては、「特記事項」に協働実績の記載をお願いいたします。
2日間全日程をご受講いただける方を対象とします。途中退所や一時帰庁はできませんのでご注意ください。

60人
募集人数を大幅に超えた場合は、申込期限後に選考をさせていただきますので、予めご了承下さい。なお、受講者の決定に
ついては、他の研修、セミナーの申込み・受講の有無にかかわらず、本研修単独で行います。

研修所宿泊棟（宿泊型研修） ※外泊はできません。

7,300円
上記金額は、研修、宿泊、食事（朝食1回、昼食2回、夕食1回）、資料等にかかる費用です。 
なお、事前準備・事前学習にかかる費用は含まれておりません。

平成28年5月26日（木）まで 

JIAMホームページ内「Web申込み」からお申し込みください。
市区町村議会議員の方は、議会事務局を通じてお申し込みください。
「Web申込み」が難しい場合は、受講申込書によりFAXでも受け付けています。
※受講申込書はJIAMホームページの書類様式集（http://www.jiam.jp/doc/）にも掲載しております。

受講の可否については、開講日の約1か月前までに通知をお送りします。
経費納入方法等の手続きについては、受講決定通知書によりお知らせします。

研修受講にあたって、事前課題に取り組んでいただく予定です。
詳細は受講決定通知書送付時にお知らせします。
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研修所までの交通のご案内
公益財団法人 全国市町村研修財団

全国市町村国際文化研修所（JIAM）教務部
〒520-0106 滋賀県大津市唐崎二丁目13番1号　
TEL 077-578-5932 
FAX 077-578-5906
[e-mail] kenshu@jiam.jp　　
[ホームページ] http://www.jiam.jp

問い合わせ先

■最寄り駅は、JR湖西線唐崎駅です。
■JR京都駅から唐崎駅までの所要時間は、
　約15分です。
■JR唐崎駅から研修所までは、
　徒歩約3分です。



［研修の内容及び日程］

11:00～

12:30～

13:00～14:30

14:50～16:20

17:00～

入寮受付・昼食
開講・オリエンテーション

【講義】プラチナ社会における産業振興 ～新規ビジネスモデルの創造～
株式会社三菱総合研究所　理事長　小宮山　宏 氏

【講義】活力溢れる地方経済の実現
一般社団法人日本経済団体連合会 　常務理事　根本　勝則 氏

交流会　夕食を兼ねて、ともに学ぶ受講者同士の親睦（情報交換・交流）を深めます。

9:25～10:35

13:00～14:30

10:50～12:00

14:30～

【講義】地方だから出来るベンチャー起業
サイボウズ株式会社　代表取締役社長　青野 　慶久 氏

【講義】地方への本社機能移転及び海外工場の国内回帰について
東京大学大学院経済学研究科　教授　藤本　隆宏 氏

【意見交換・まとめ】
東京大学大学院経済学研究科　教授　藤本　隆宏 氏

立命館大学経営学部　教授　善本　哲夫 氏
サイボウズ株式会社　デジタルビジネスプロデューサー　中村　龍太 氏

閉講・事務連絡

7/7
（木曜日）

7/8
（金曜日）

◎研修内容については、都合により変更になることがありますので、予めご了承ください。
　なお、研修についての最新情報は、JIAMホームページをご覧ください。
◎受講者による講義中の録音・写真撮影は、固くお断りしております。
◎当研修所では、宿泊室を全室禁煙としております。喫煙は所定の喫煙場所でお願いいたします。 

講　師　紹　介
小宮山　宏 氏 株式会社三菱総合研究所　理事長（第28代東京大学総長）
　1972年東京大学大学院工学系研究科博士課程修了後、東京大学工学部長等を経て、2005年4月に第28代東京大学総長に就任。2009年3月に総長退任後、同
年4月に三菱総合研究所理事長に就任。2010年8月には、サステナブルで希望ある未来社会を築くため、生活や社会の質を求める「プラチナ社会」の実現に向けた
イノベーション促進に取組む「プラチナ構想ネットワーク」を設立し、会長に就任。著書に「『課題先進国』日本（中央公論新社）」、「日本『再創造』（東洋経済新報社）」な
ど多数。

根本　勝則 氏 一般社団法人日本経済団体連合会 　常務理事
　1957年千葉県生れ。一橋大学社会学部卒。81年経団連事務局入局後、科学技術政策、電気通信市場の自由化、環境政策、ＥＵ統合等を主担。96年に橋本行革の調
査員として中央省庁再編に参画。その後、経団連広報として日経連との統合事務に従事し、03年より米国事務所長。06年に秘書室長として御手洗会長（当時）に仕
える。09年産業政策本部長。14年現職に就き地方創生を含め産業部門を分掌。

青野 　慶久 氏 サイボウズ株式会社　代表取締役社長
　1971年生まれ。愛媛県今治市出身。大阪大学工学部情報システム工学科卒業後、松下電工（現 パナソニック）を経て、1997年8月愛媛県松山市でサイボウズを
設立。2005年4月代表取締役社長に就任（現任）。2011年から事業のクラウド化を進め、有料契約社は13,000社を超える。総務省ワークスタイル変革プロジェ
クトの外部アドバイザーやCSAJ（一般社団法人コンピュータソフトウェア協会）の副会長を務める。

藤本　隆宏 氏 東京大学大学院経済学研究科　教授
　1979年東京大学経済学部卒業。三菱総合研究所を経て、89年ハーバード大学ビジネススクール博士号取得。同大学研究員を経て、現在、東京大学大学院経済学
研究科教授兼ものづくり経営研究センター長、（一社）ものづくり改善ネットワーク代表理事。専攻は、技術管理論・生産管理論・経営管理論。

善本　哲夫 氏 立命館大学経営学部　教授
　同志社大学大学院商学研究科単位取得退学，東京大学ものづくり経営研究センター特任助手、同志社大学商学部講師、 立命館大学経営学部准教授を経て、現在、
同大学経営学部教授、同大学デザイン科学研究センター長の他、大阪大学大学院工学研究科特任教授，内閣府SIP「革新的設計生産技術」サブ・プログラムディレク
ター，滋賀ものづくり経営改善センター運営委員会委員長を兼務。専門分野は技術管理論，企業論。

中村　龍太 氏 サイボウズ株式会社　デジタルビジネスプロデューサー
　1986年日本電気株式会社に入社後、1997年に現マイクロソフト株式会社に転職。様々な経験を積みながら、2009年マイクロソフトのクラウドコンピュー
ティング事業の立ち上げに従事。その経験を活かし2013年10月株式会社ダンクソフトとサイボウズ株式会社に入社。2015年1月に農業事業を行っているNK
アグリ株式会社の協力社員として契約。三重就労中。未来の働き方『複業』の伝道師としても活躍中。


